
東京大学史料編纂所・東京大学大学院情報学環 共催シンポジウム 

ミ シ ン ・ 洋 裁 ・ 家 電 ――戦後日本の経済と消費―― 

■日時：２００５年７月１６日（土） 開場１２：３０■ 

■会場：本郷浅野地区 武田先端知ホール■ 

http://www.u-tokyo.ac.jp/campusmap/cam01_04_16_j.html 

【地下鉄千代田線の根津駅から坂を上って徒歩約５分、浅野正門のほぼ正面】 

 

このシンポジウムは、ハーバート大学教授・ライシャワー日本研究所前所長のアンドルー・ゴードン

教授をお迎えし、ゴ―ドン教授が近年取組んでいるミシンの受容と戦後日本のライフスタイルの変化、

米企業の市場戦略などの話を中心に、洋裁、家電という具体的なモノとのかかわりから経済史と文化史、

技術史、女性史を結んでいこうとする試みです。 

ゴードン教授は、日本でもよく知られた編著『歴史としての戦後日本』をはじめ、戦前の日本の労使

関係史など経済社会史の分野で多くの著名な研究をまとめられてきましたが、近年では、ミシンから消

費文化の形成を捉え直す作業を進められています。 

このシンポジウムでは、ゴードン教授にミシン論を縦横に語っていただきながら、近代日本の家具や

生活道具の研究で著名な小泉和子氏に洋裁からみた生活文化史を論じていただきます。さらに、社会学

や文化研究の視点から、吉見俊哉氏が家電と戦後日本のジェンダー構築について論じます。また、コメ

ンテーターでは、天野正子氏、ひろたまさき氏、保立道久氏という歴史とジェンダーを結ぶこのテーマ

にとって最高の３人に、各報告者との対話をしていただきます。 

ゴードン教授のこれまでの研究に興味のある方から、女性史や技術史、消費文化に関心のある方々ま

で、ぜひご参加ください。 

 

プ ロ グ ラ ム    事前登録不要・参加費無料 

司会 横山伊徳（東京大学史料編纂所教授） 

12:30 開場 

13:00～13:10 開会の辞 保立道久（東京大学史料編纂所所長） 

 

13:10～14:00報告１ アンドルー・ゴードン（ハーバート大学歴史学部教授） 

「日本近代の中のアメリカ ――シンガー・ミシンの販売戦略と家庭生活イメージの変容」 

14:00～14:30 報告２ 小泉和子（京都女子大学教授、生活史研究所主宰）    「洋裁とミシン」 
14:30～15:00 報告３ 吉見俊哉（東京大学大学院情報学環教授） 

「戦後日本の家庭電化とジェンダー・イメージの構築」 

 

15:20～15:50 コメント   

天野正子（東京女学館大学教授）・ひろたまさき（京都橘大学教授）・保立道久 

 

15:50～17:00 討論 

 

問い合わせ先： workshop@yoshimi-lab.org 情報学環 吉見研究室 山本 03-5841-5920 

mailto:workshop@yoshimi-lab.org

